
CSP 2100のサンプルファイルで使用される
変数リスト

ユーザデータファイルを作成する場合や ESCを設定する場合、サンプルファイルで使用され
ている次の変数リストの値を準備する必要があります。

表 1 :変数リスト

目的変数名

ESCクロックで使用されるタイムゾーンVAR_TIMEZONE

CSPの ESCサービス名VAR_SERVICE_NAME

NTPサーバの IPアドレスVAR_NTP_SERVER

eth1インターフェイスのネットマスク（デュ
アルインターフェイス ESC）

VAR_NETWORK1_NETMASK

ESCの eth1インターフェイスが存在する CSP
上のネットワーク名（デュアルインターフェ

イス ESC）

VAR_NETWORK1_NAME

eth1インターフェイスの IPアドレス（デュア
ルインターフェイス ESC）

VAR_NETWORK1_IPADDR

eth1インターフェイスのゲートウェイ（デュ
アルインターフェイス ESC）

VAR_NETWORK1_GATEWAY

eth0インターフェイスのネットマスクVAR_NETWORK0_NETMASK

ESCの eth0インターフェイスが存在する CSP
上のネットワーク名

VAR_NETWORK0_NAME

CSP 2100のサンプルファイルで使用される変数リスト
1



目的変数名

HAに使用される VRRP ID。HAペアのサブ
ネット内で一意である必要があり、両方のESC
で使用されているものと同じ値である必要が

あります。

範囲は 1～ 254です。

VAR_NETWORK0_KADVRI

現在のマスター ESCに接続する HAペアの
VIP

VAR_NETWORK0_KADVIP

他のESCの eth0インターフェイスに割り当て
られた IPアドレス

VAR_NETWORK0_IPADDR2

ESCの IPアドレス（eth0インターフェイス）VAR_NETWORK0_IPADDR

eth0インターフェイスのゲートウェイVAR_NETWORK0_GATEWAY

DNSサーバの IPアドレスVAR_NAMESERVER_IP

ESCのホスト名VAR_LOCAL_HOSTNAME

使用する CSP 2100の IPアドレスCSP_IP_ADDRESS
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